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第十二回茨城県美しい水土里
み ど り

づくり優良活動表彰

■目的

 茨城の農村地域では，八溝山や筑波山・霞ヶ浦など豊かな自然環境の中で脈々と農業

が営まれ，美しい風景などの資源が継承されてきました。

このような農村地域が有する資源を守り，農地や農業用施設等を将来にわたり良好な

状態で保全・管理するとともに，農村環境の保全向上を図る必要があります。

本表彰は，このような趣旨に沿った取組をしている優良な活動組織・集落を表彰し，

農業農村の保全意識の向上及び啓発を図り，併せて茨城の農村の魅力を県内外に発信す

ることを目的としています。

■対象

多面的機能支払交付金部門

 表彰の対象は，県内で多面的機能支払交付金に取り組む活動組織で，自薦または各農

林事務所長等から推薦を受けた活動組織です。

中山間地域等直接支払制度部門

 表彰の対象は，県内で中山間地域等直接支払制度に取り組む集落で，自薦または各農

林事務所長等から推薦を受けた集落です。

■主催

 茨城県，茨城県土地改良事業団体連合会，全国山村振興連盟茨城県支部

■賞の種類

多面的機能支払交付金部門

茨城県知事賞１点

茨城県土地改良事業団体連合会長賞１点

 茨城県農林水産部長賞２点

中山間地域等直接支払制度部門

茨城県知事賞１点

全国山村振興連盟茨城県支部長賞１点

 茨城県農林水産部長賞１点
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島
しま

地区
ち

１ 活動

取組開

組織構

支払

対象農

対象施

交付金

２ 主な

・施設

診断

（4 月

・遊休

調査

３ 

・本地

・地域

その

く

農地
の う ち

・

組織の概

始年度 

成 

区分

用地 

設 

額（H30）

 排水路

な活動内容

準備点検

の点検，機

，6 月，10 月

農地発生状

（4 月） 

地域の状況

域は，水戸

域の農地，

のため，平成

水
みず

・環
かんき

概要  

平成 2

1 集落

農地維

38.14

開水路

 3,320

法面の草刈

容

計

能

）

況

・年度活

策定

・地域住

交換会

（2 月

と取り組み

市の東部に

農業用施設を

21 年度に組

境
ょう

保全
ほ ぜ ん

会
か

1 年度 

，農業者 13

持支払，資

ha（全水田）

2.9km，ﾊﾟ

千円 

刈り

画・啓発 

動計画の

（3 月） 

民との意見

の開催 

） 

へのきっ

位置する平坦

を今後とも保全

織を設立し

い

（水戸

名，非農業

源向上支払

ｲﾌﾟﾗｲﾝ 8.5km

・遊休農

・水路，

（4 月

・水路の

・用水施

・景観形

・地域伝

かけ

な田園地帯

するため，

，活動を開始

市）

者 12 名，自

（共同活動，

，農道 2.9

地発生防止

路肩，法面

，5 月，6 月

泥上げ（1

設の機能診

成のための

統のそば打

です。 

維持管理体制

しました。

治会，女性

長寿命化）

km 

 泥浚い

実践活動

の保全管理

の草刈り 

，7 月，8

月，3 月） 

断，保守（

植栽（7 月

ちの子供達

の強化の必

会，子供会

の様子 

（4 月） 

月，10 月）

4 月，6 月，

，8 月，10 月

への伝承（2

要性を感

ほか 

10 月） 

） 

月） 

じていました。

茨城県知事賞
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４ 特

・定期発

の活動

・地域住

ことで

徴的な取組

行の広報誌

の理解を深

民や子供会

，農村環境

「SHIMAg

めています

と協力し，施

保全や交流機

azine」や毎

。 

設や道路法

会の創出に

日のブログ

面への景観

努めていま

更新などの広

作物（ヒガ

す。 

報活動に力

ンバナ）の植

を入れ，地

栽や清掃活

域住民へ

動を行う

定期発行の広報誌「SHIMAgazine」 

５ 取

・組織

と

・地域

承，

てい

組の成果

の活動がき

もに，地域の

の収穫祭で

幅広い広報

ます。 

・効果

っかけとな

一体化も生ま

である霜月御

活動を実施

り交流の機会

れました。

神守（しもつ

することで，

が増えたこ

きごじんじ）

地域住民の

ことで，検討

）への参加，

の活動への理

会における話

子供達へ地

解，農村コ

し合いが活

域伝統のそ

ミュニティの

活性化すると

そば打ちの伝

の強化に努め

と

 そば打ちの伝承 彼岸花の植栽 
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延方
のぶかた

１ 活動

取組開

組織構

支払

対象農

対象施

交付金

２ 主な

・施設

断（

・遊休

査（

３ 
・本

・以

平

・水
みず

の郷
さ と

動組織の概

始年度 

成 

区分

用地 

設 

額（H30） 

な活動内容

準備点検 

の点検，機能

（6 月） 

農地発生状況

（5 月） 

地域の状況
地域は，潮

前から地域

成 27 年度に

茨城県

と

を育
そだ

てる

概要 

平成 2

6 集落

農地維

50.86h

開水路

4,372

施設の点検 

診

調

・年度

（6

・農 業

どに

開催

と取り組み
来市の南部に

の環境美化活

に組織を設立

県土地改良

会
かい

（潮

27 年度 

，農業者 18

持支払，資

a（全水田）

11.9km，ﾊ

千円 

計画・啓発

活動計画の

月） 

者，地域住民

よる検討会

（8 月） 

へのきっ
位置した平

動を実施し

し，活動を開

良事業団

来市）

7 名，非農業

源向上支払

）

ﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ 11.5

策定

な の

・遊

・水

・水

・用

・景

・水

っかけ 
坦な田園地

ていた女性

始しました

体連合会

者 54 名，

（共同活動，

km，農道 6

休農地発生

路，路肩，法

路の泥上げ

水施設の機

観形成のた

質調査（6 月

帯です。 

団体とも連携

。 

会長賞

自治会，土地

長寿命化）

.5km 

水路の草

実践活動

防止の保全活

面の草刈り

（11 月） 

能診断保守

めの植栽（5

） 

し，今後も

改良区ほか

刈り 

動（7 月，

（4 月，11

（6 月） 

月，6 月）

活動を継続す

11 月） 

月） 

るために，
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５ 取組

・地域の

イ捨て

・地域住

を受け

の成果・

の環境美化に

が激減しま

民や道の駅

けるなどの反

効果 

関する意識が

ました。 

等への観光

響があります

向上し，ポ

客からの好

。 

イ捨て禁止

評を得るとと

の看板では

ともに，茨城新

改善しなかっ

聞や FM か

ったタバコや

しまなどか

ゴミのポ

らの取材

４ 特

・延

セ

・地

・毎

徴的な取

方西区から

ンなど）を植

域の環境美

年広報紙を

取組

ら道の駅いたこ

栽していま

美化に 30 年以

を発行して，活

こに向かう農

ます。 

以上取り組む

動への理解

道の路側帯

女性団体「

や協力を呼

に四季折々の

「延方生活学

びかけてい

花（菜の花

校」のメンバ

ます。 

，アガパン

ーも参加し

ンサス，スイ

しています。

遊休農地発生

アガパン

生防止のた

ンサスの植栽

めの保全管理 

330 年以上活

広報紙

動している

の発行 

「延方生活学校」
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岩井
い わ い

北
ほ

１ 活動

取組開

組織構

支払

対象農

対象施

交付金

２ 主な

・施設

（4 月

３ 地

・本地

・年間

題と

部
く ぶ

地区
ち く

組織の概

始年度 

成 

区分

用地 

設 

額（H30） 

水

な活動内容

準備点検 

の点検，機能

月） 

域の状況

域は，坂東

を通じて，

なっていた

区資源
し げ ん

保全
ほ ぜ

要 

平成 1

2 集落

農地維

50.40h

開水路

2,413

路の草刈り

容

診断 ・年

（5

・農

換

と取り組み

市の中央部

良質な野菜

ことから，平

ん

委員会
い い ん か い

9 年度 

，農業者 16

持支払，資

a（水田 3.4

5.0km，農

千円 

計画・啓発

度活動計画

5 月） 

業者による

会の開催（

へのきっか

に位置して

が生産されて

成 19 年度に

（坂東

名，非農業

源向上支払

1ha，畑 46

道 2.0km 

の策定

意見交

5 月）

・遊

・水

・水

・用

・

け

おり，県営畑

いるが，排

活動を開始

市）

者 4 名，学

（共同活動，

.99ha） 

休農地発生

路，路肩，

路の泥上げ

水施設の機

景観形成のた

地帯総合整備

水路等への

しました。

校・PTA，母

長寿命化）

 施設の

実践活

防止の保全

法面の草刈

（6 月） 

能診断，保

めの植栽

事業で整備

土砂の堆積

の会 

点検 

動 

管理（4 月

り（6 月,7 月

守（4 月） 

（6 月，3 月）

された畑作

や施設の保全

）

） 

）

地帯です。

管理が課

茨城県農林水産部長賞
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５ 取

・コスモ

いた活

・委員会で作成したクリアファイルを活動地区内へ配布するほか，近隣の学校や市役所にも配布するこ

組の成果

スの植栽は

動に「母の

・効果

は土砂流出防

の会」も平成

止に加え，

25 年度か

活動の理解

ら加わり，地

とで，更なる理解促進に努めています。 

促進にもつな

域の連携・

がり，農業

交流が図れ

者と近隣住

ました。 

民で行って

４ 特

・排水

出防

施して

・農村

てい

徴的な取

路には多くの

止及び景観

ています。 

地域の多面

ます。近隣住

組

土砂が堆積

形成を図る

的機能に対す

民や小学生

することから

ことを目的と

る理解を促

等へ配布す

，対応策と

し，コスモス

進するため

ることで，農

して泥上げ

の植栽を交

，広報活動の

地の必要性

を実施してい

通量の多い

一環として

を農業者以

ます。この

道路沿い約

クリアファイ

外にも周知

他，土砂流

800m で実

イルを作成し

しています。

除草

景観形

剤の散布

成作物の植栽     広報資

 側溝の

料（クリア

泥上げ 

ファイル）の作成 
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上 圷
かみあくつ

１ 活動

取組開

組織構

支払

対象農

対象施

交付金

２ 主な

準

・施設の

診断

３ 地

・本地

・排水

・地域

度に

地区
ち く

・ふ

組織の概

始年度 

成 

区分

用地 

設 

額（H30） 

水

な活動内容

備点検

点検，機能

（8 月） 

域の状況

域は，城里

路の一部に

資源を守る

活動を開始

るさと資
し

要 

平成 1

3 集落

農地維

93.0ha

開水路

4,444

路の草刈り

容

計画

能 ・年度活

（8 月）

・農業者

換会の

と取り組み

町の北西部

土砂の堆積

ため，農業

しました。 

源
げ ん

保全
ほ ぜ ん

9 年度 

，農業者 11

持支払，資

（水田 91.7

13.8km，農

千円 

・啓発 

動計画の策定

による意見交

開催（8 月）

へのきっか

に位置する田

，草の繁茂

者のみではな

会
かい

活動
かつどう

組

2 名，12 自

源向上支払

ha，畑 1.3h

道 6.0km

）

・遊休農

・水路，

・用水施

・生態系

・景観形

け

園地帯です

がみられ，排

く，集落全

組織
そ し き

（城

治会，子供会

（共同活動）

ha） 

地発生防止

路肩，法面

設の機能診

把握調査

成のための

。 

水機能の低

体で守る体

里町）

，学校・P

 施設の

実践活動

の保全管理

の草刈り（5

断，保守（

（３ 月） 

植栽（6 月

下が危惧さ

制が必要であ

TA ほか 

点検 

（8 月） 

月，7 月，

8 月） 

，7 月） 

れていました

ると考え，

10 月） 

。 

平成 19 年

茨城県農林水産部長賞
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５ 取

・地域

日頃

・活動

PR や

幅広

組の成果

ぐるみで農地

の予防と迅速

を紹介した手

意識啓発に

い世代との交

・効果

，施設を守

な対応が定

作り看板，

つながって

流を通して

るという意識

着してきま

広報誌の発

います。また

，社会性の

も高まり，

した。 

行，学校教

，田植え体

育成も図られ

施設の長寿

育と連携した

験は，子供

ています。

命化や台風

田植え体験

達の地域へ

などの災害

により，地域

の関心を高

に対しても，

内外への

めるともに，

４ 特

・三世代交流事業として田植え体験を実施し，子供達の地域への関心を高めるとともに，幅広い世代

との交流を通して，社会性の育成も図られています。

・景観

徴的な取

形成のため

組

の植栽は，町の花壇コンクールで優秀賞を受賞し，対外的な評価も得ています。 

三

施設へ

世代交流

の植栽 

事業（田植植え体験）

   ふるさとの生き

 広報誌の

物調査 

発行 
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多面的機能支払交付金とは

※１ 負担割合は国５０％，県，２５％，市町村２５％となり，表の単価は上限単価になります。
※２ 活動が５年以上の継続地区は，資源向上支払交付金（共同活動）の単価が７５％になります。

また，３つの活動に取組む場合，資源向上支払交付金（共同活動）は７５％になります。
※３ 資源向上支払交付金（長寿命化）は，農地維持，共同活動に基本単価で配分後の予算での配分と

なります。

農業・農村には洪水や土砂崩れの防止，自然環境の保全，美しい風景の形成などの様々な
働き（多面的機能）があります。この多面的機能が発揮されるよう，地域共同で行う地域資
源（農地，水路，農道等）の基礎的保全管理，質的向上を図る共同活動，施設の長寿命化を
図る活動に対し支援します。

本交付金を活用するためには，各地域で活動するための合意形成が図れる範囲を決め，活
動組織を設立する必要があり，５年間活動を継続する必要があります。

組織には「各交付金の10a当たりの交付単価×活動面積」の交付金を予算の範囲内で毎年
交付します。

交付金名，活動内容等
交付単価 （円/10a当）※１

田 畑 草地

１ 農地維持支払交付金

<事業主体>    「農業者のみ」又は「農業者及び非農業者」で

構成される組織

<活動内容>   農地法面・水路・道路の草刈，農道砂利補充等

①加算措置：既存組織が小規模集落（農家10戸以下）を

取込んだ場合に加算

基本

単価
3,000 2,000 240

①加算

単価
1,000 600 80

２ 資源向上支払支払交付金（共同活動，長寿命化）※２

（１） 地域資源の質的向上を図る共同活動

<事業主体> 「農業者及び非農業者」で構成される組織

<活動内容> 施設の軽微な補修，植栽による景観形成等
②加算措置：多面的機能の増進を図る活動を新たに１つ以上

増加した場合に加算
③加算措置：②に加え，構成員のうち非農業者が占める

割合が ４割以上かつ構成員の8割以上が
参加する実践活動を行う場合に加算

（２） 施設の長寿命化のための活動※３

<事業主体>  「農業者のみ」又は「農業者及び非農業者」で

構成される組織

<活動内容> コンクリート水路敷設，農道舗装等

共同

活動
2,400 1,440 240

②加算

単価
400 240 40

③加算

単価
400 240 40

長寿

命化
4,400 2,000 400

植栽による景観形成草刈り 水路のひび割れ補修 コンクリート水路への更新
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④ 活動の実施・交付金の交付

⑤ 活動の記録・報告

毎年度，市町村に交付金の交付を申請して交付を受け，事業計画に基づく活動
を実施します。

日々の活動の作業内容や金銭の収支等を記録します。
当該年度の記録をとりまとめて報告書を作成し，市町村に提出します。

交付金は国から都道府県，都道府県から市町村に交付され，「活動組織又は広域
活動組織」には市町村から交付されます。

国費国 都道府県
活動組織

広域活動組織
市町村

国費
＋

都道府県費

国費
＋

都道府県費
＋

市町村費

③ 申請書類の提出

事業計画の認定を受けるため，市町村に申請を行います。
事業計画の認定申請書の提出は６月３０日までです。

（延長届出書を提出することで，１０月３１日までの延期が可能）
なお，市町村により提出期限が異なる場合がありますので，詳細は市町村に
お問い合わせください。

・ 事業計画書
・ 活動計画書
・ 運営委員会規則
・ 工事に関する確認書（※１）
・ 長寿命化整備計画書（※２）

申請の際は，以下の書類を提出します。

・ 事業計画書
・ 活動計画書
・ 活動組織規約
・ 工事に関する確認書（※１）
・ 長寿命化整備計画書（※２）

① 組織の設立

② 事業計画の作成

活動を実施する活動組織又は広域活動組織を設立します。

地域共同で取り組む活動について，事業計画（原則５年間）を作成します。

（※１）資源向上支払において，土地改良区等市町村以外の者が所有または管理する
施設を活動の対象とする場合は提出する必要があります。

（※２）活動組織が資源向上支払（長寿命化）を行う際に，工事１件当たり２００万円
以上の活動を実施する場合，長寿命化整備計画書の申請が必要になります。

活動組織 広域活動組織

活動の手順

交付ルート

10



岩間上郷地域ホタル増やそうかい
（笠間市）

中結城東部地区資源保全協議会
（八千代町）

太田地区資源保全活動組織
（石岡市）

酒寄地区環境保全組合
（桜川市）

玉川沿岸地域資源保全活動組織
（常陸大宮市）

蓮沼・要保全活動組織
（つくば市）

谷河原渋井資源保全向上活動会
（常陸太田市）

① 農地維持支払

② 資源向上支払

多面的機能支払交付金の取組事例

（１）地域資源向上を図る共同活動

（２）施設の長寿命化のための活動

古都環境保全協議会
（筑西市）

水路の補修

法面の草刈り 水路脇の草刈り 水路の泥上げ

景観形成のための植栽 小学生と一緒に生き物調査 農道の補修

水路の更新 水路の更新

瓜連環境保全クラブ
（那珂市）
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うち新規

1 常陸太田市 21 2 3,565 1,514 42%
2 常陸大宮市 24 1 3,099 1,098 35%
3 那珂市 22 1 2,216 898 41%
4 東海村 1 605 133 22%
5 大子町 1 894 495 55%
6 日立市 1 1 269 42 16%
7 高萩市 9 676 200 30%
8 北茨城市 3 1 1,100 91 8%
9 水戸市 52 2 4,535 2,181 48%

10 笠間市 38 2 2,894 1,456 50%
11 ひたちなか市 5 1 1,349 264 20%
12 小美玉市 18 2 3,933 614 16%
13 茨城町 35 2 3,916 1,225 31%
14 大洗町 1 1 430 250 58%
15 城里町 5 2,102 364 17%
16 鹿嶋市 3 1 1,466 106 7%
17 潮来市 6 1,780 431 24%
18 神栖市 2 1,519 137 9%
19 行方市 19 5,480 1,676 31%
20 鉾田市 3 1 8,306 330 4%
21 土浦市 9 2,310 973 42%
22 石岡市 34 3 3,982 1,450 36%
23 取手市 3 1,361 164 12%
24 つくば市 35 1 6,723 2,313 34%
25 守谷市 3 1 529 431 81%
26 かすみがうら市 21 2,469 1,325 54%
27 つくばみらい市 16 3,298 839 25%
28 龍ケ崎市 7 1 2,270 377 17%

%00028市久牛92
30 稲敷市 47 4 7,850 4,708 60%
31 美浦村 2 934 143 15%
32 阿見町 11 1,627 329 20%
33 河内町 2 1 2,428 319 13%
34 利根町 2 1,188 97 8%
35 結城市 22 3,109 897 29%
36 下妻市 1 1 3,267 897 27%
37 常総市 11 4,228 737 17%
38 筑西市 28 1 8,383 1,134 14%
39 桜川市 71 4,032 1,921 48%
40 八千代町 9 2,751 660 24%
41 古河市 7 3,469 572 16%
42 坂東市 8 1 3,952 551 14%

%00338町霞五34
44 境町 3 1,596 154 10%
計 取組市町村 （４２） 621 32 123,541 34,497 28%

平成３０年度　茨城県多面的機能支払交付金取組状況

　※新規には既存組織の規模拡大した場合も含める

　※取組率：対象農用地面積に占める認定面積の割合

　※対象農用地面積：県農業政策課（H29.12月時点）

　※数字は農地維持支払交付金の組織数，認定面積

　※活動組織数：市町村跨がり組織は，面積の大きい方の市町村に計上

No 市町村名
活動組織数 対象農用地

面積（ha）
認定面積

（ha）
取組率

（%)
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